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①
問
題
だ
ら
け
の
平
成
二
十
一

年
度
補
正
予
算
！ 

平
成
二
十
一
年
度
補
正
予

算
が
、
五
月
十
三
日
与
党
の
強

行
採
決
で
衆
議
院
を
通
過
い
た

し
ま
し
た
。 

十
五
兆
円
規
模
の
補
正
予

算
は
、
そ
の
財
源
の
十
兆
円
以

上
を
国
債
発
行
に
頼
っ
て
い
て
、

こ
れ
に
よ
り
戦
後
初
め
て
国
債

発
行
額
が
税
収
を
上
回
る
こ
と

と
な
り
ま
す
（左
図
。
） 

            

ま
た
、
新
た
に
創
設
さ
れ
た

三
十
の
「
基
金
」
を
含
め
た
四

十
六
の
「基
金
」に
四
兆
三
千
六

百
億
円
が
投
入
さ
れ
ま
し
た
。

使
う
あ
て
が
な
い
の
で
「
基
金
」

に
積
ん
で
お
こ
う
と
い
う
こ
と

で
す
。 

歳
入
を
上
回
る
国
債
を
発

行
し
た
上
に
、
そ
の
借
金
を
二

年
後
に
は
消
費
税
の
引
き
上
げ

で
穴
埋
め
す
る
よ
う

な
こ
と
を
許
す
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。 

 

②
民
主
党
の
経
済
対
策 

民
主
党
は
二
年
間

で
二
十
一
兆
円
の
緊

急
経
済
対
策
案
を
ま

と
め
ま
し
た
。 

こ
ど
も
手
当
て
や

暫
定
税
率
廃
止
で
可

処
分
所
得
を
増
や
し
、

年
金
・
医
療
・
介
護
の

抜
本
的
な
拡
充
で
将

来
の
安
心
感
を
高
め

ま
す
。 

そ
の
財
源
は
、
次
ペ
ー
ジ
で

紹
介
す
る
「
公
会
計
関
連
三
法

案
」
に
あ
る
よ
う
に
、
政
府
関

係
の
現
金
・
預
金
、
約
六
十
六

兆
円
（
平
成
十
八
年
度
）
を
有

効
活
用
（
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）
す
る
こ
と
で
捻

出
し
ま
す
。 
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毎
日
新
聞 

四
月
十
日 

民主党の政策 



 

③
公
会
計
関
連
三
法
案
を
提
出
！ 

 

五
月
十
四
日
、
民
主
党
は
公

会
計
関
連
三
法
案
と
し
て
、
以

下
の
よ
う
に
①
「
会
計
検
査
院

法
改
正
案
」
②
「
予
責
法
改
正

案
」
③
「
公
会
計
法
案
」
を
参
議

院
に
提
出
い
た
し
ま
し
た
。 

 

埼
玉
県
第
１
区
総
支
部
長
・

武
正
公
一
が
会
長
を
務
め
る

決
算
・
行
政
監
視
調
査
会
が
ま

と
め
、
昨
年
十
二
月
に
公
会
計
、

公
契
約
の
あ
り
方
に
つ
い
て
「
次

の
内
閣
」
閣
議
で
了
承
さ
れ
た

中
間
報
告
か
ら
ま
と
め
た
第
一

弾
で
す
。 

 

①
「
会
計
検
査
院
法
改
正
案
」

は
、
予
算
執
行
の
お
目
付
け
役

で
あ
る
会
計
検
査
院
の
機
能
を

強
化
す
る
も
の
で
す
。 

②
「
予
責
法
改
正
案
」
は
、
予

算
執
行
職
員
の
責
任
の
強
化
に

よ
り
、
不
正
経
理
へ
の
け
ん
制

を
図
る
も
の
で
す
。 

③
「
公
会
計
法
案
」
は
、
国
の

財
政
に
関
す
る
政
府
の
国
民
へ

の
説
明
責
任
の
十
分
な
履
行
を

確
保
し
、
適
正
な
予
算
編
成
・

効
率
的
な
行
政
を
推
進
す
る

た
め
の
も
の
で
す
。 

こ
の
法
案
は
、
三
月
に
な
る

と
道
路
工
事
が
増
え
る｢

予
算

消
化｣

や
、
国
か
ら
地
方
へ
の
補

助
金
の
使
い
き
り
な
ど
の
「
無

駄
遣
い
」
を
根
絶
す
る
た
め
の

も
の
で
、
衆
議
院
選
挙
の
マ
ニ
フ

ェ
ス
ト
（
政
権
公
約
）
で
問
わ
れ

る
財
源
捻
出
の
強
力
な｢

道
具

（テ
コ
）｣

と
な
る
も
の
で
す
。 

 

前
ペ
ー
ジ
に
あ
る
よ
う
な
野

放
図
の
借
金
を
政
府
・
与
党
が

重
ね
る
理
由
は
、
ど
こ
に
ど
れ

だ
け
の
お
金
が
眠
っ
て
い
る
か
、

遊
ん
で
い
る
か
が
わ
か
っ
て
い

な
い
か
ら
で
す
。 

 

「
政
権
交
代
」
に
よ
り
、
国
民

の
皆
様
か
ら
お
預
か
り
し
て
い

る
税
金
の
使
い
方
を
効
率
的
な

も
の
へ
大
胆
に
見
直
し
ま
す
。 

 

              

原田 健太（市議・浦和区） 
昭和４２年 3月静岡県清水市生まれ 

浦和と同じサッカーの町、清水でサッカー少年として育つ 

昭和 60年 私立桐朋高校卒業 

平成 3 年 東京大学法学部卒業 

平成 3 年 丸紅株式会社入社 

07 年 4月さいたま市議会議員選挙 2 期目当選 

三神 尊志（市議・見沼区） 
昭和５５年 12 月生まれ 

片柳幼稚園卒 さいたま市立芝川小学校卒 

さいたま市立第二中学校卒 埼玉県立浦和高校卒 

東京都立大学法学部卒 （株）日立製作所 退社 

07 年 4月さいたま市議会議員選挙当選 

浅野目 義英（県議・浦和区） 
昭和３３年 5月生まれ 

07 年県議会議員当選 

山形県米沢市育ち。4才の時埼玉県へ。 

法政大学社会学部卒。小学校教師を経る 

隣接の上尾市で市議 4期（25 才～41 才） 

37 才で議長。浦和区大東在中 

家族は妻・一男一女 

神崎 功（市議・緑区） 
昭和３０年 12 月生まれ 

07 年 4月さいたま市議会議員選挙 3 期目当選 

民主党さいたま市議会議員団 団長 

民主党埼玉県連 副代表 

連合埼玉推薦議員連合埼玉推薦議員団 副代表 

見沼ホタル保存会 世話人 

尾間木スポーツ連盟 顧問 

高野 秀樹（市議・岩槻区） 
昭和３５年 9月生まれ 

早稲田大学第二文学部卒業 

卒業後経済専門誌などに執筆。 

「サンデー毎日」記者 

「サンデープロジェクト」ディレクターを経て 02 年 2

月岩槻市議会補欠選挙で初当選。2期 

 

衆議院議員たけまさ公一ﾌﾟﾛﾌｨｰﾙ 
たけまさ公一ホームページ http://www.takemasa.org 

▼県立浦和高校、慶応義塾大学法学部政治学科卒業 

▼松下政経塾（第 5期生） ▼埼玉県議会議員 2期 

▼衆議院議員 3期 

（外務委員会理事、海賊対処・テロ防止特別委） 

 

▼民主党次の内閣外務副（大臣）担当 

▼民主党決算・行政監視調査会長  

▼党埼玉県連 幹事長 

 

 


